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【 錠前取扱説明書 】

ロッカー類

この度は、弊社製品をお買い上げいただきありがとうございます。
この説明書は、錠前の使い方と使用上の注意を記載していますので、ご使用前にこの説明書をよく
お読みの上、正しくお使いください。また、その後はこの説明書を大切に保管してください。 

目　次

● かけ忘れ防止仕様

　 施錠しないと鍵が抜けない構造になっています。
　
　 施錠してから必ず鍵を抜いてください。

　（操作方法はシリンダー錠と同じです）

■オプション仕様

錠なしタイプは施錠できません。

錠はありません。

● マスターキー仕様

　 マスターキーですべての扉の開閉ができます。
   （操作方法はシリンダー錠と同じです）

 ※ 鍵を紛失した場合など、管理者がマスター
　  キーで扉を開けてください。 
 ※ マスターキーは別売です。
 ※ マスターキーは必ず管理者が保管してくだ
     さい。

錠なしタイプ

施錠・解錠の場合は鍵を奥までしっかり差し込み回転させてください。
解錠時も鍵を抜くことができます。

※ 鍵は２本付属していますので予備の鍵は別の所で大切に保管してください。

※ 鍵を紛失した場合は鍵番号（鍵穴部に記されています）を購入先にご連絡ください。

　 有償にて対応いたします。

シリンダー錠タイプ

解錠方法施錠方法

鍵を奥までしっかり差し
込み左に回転させる。

鍵を奥までしっかり差し
込み右に回転させる。
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● 鍵の紛失や使用者が変わった場合、シリンダー内筒を交換できます。（鍵は１本付属しています）
　 以前の鍵では使用できないので防犯性が向上します。
※ 内筒を交換する場合は、交換用マスターキーで交換してください。
● かけ忘れ防止仕様なので、施錠しないと鍵が抜けない構造になっています。
● マスター仕様なので、開閉用マスターキーで解錠することができます。

● キーレス（鍵不要）タイプ、4桁の数字を合わせることで施錠・解錠ができます。

内筒交換錠タイプ ダイヤル錠タイプ

● 固定番号・自由番号の切り替え方法 

※ 出荷時はＦＩＸ【固定番号】方式の【0000】番に設定してあります。
　 下記のように使用方法をきめて、暗証番号を設定してご使用ください。

ＦＩＸ　【 固定番号 】方式：暗証番号を再設定するまで同じ番号で施錠・解錠できます。

ＦＲＥＥ【 自由番号 】方式：施錠ごとに任意の暗証番号を設定して使用できます。

① 今まで使用していた暗証番号をダイヤル表示
　してください。
② ツマミを　　　の位置にしてください。
③ 錠前の裏側にある【切替え】をコイン等で
　 90°左に回し、溝を横にしてください。

① ツマミを　　　の位置にしてください。

② ダイヤルを回転させて暗証番号を設定してください。

③ 錠前の裏側にある【切替え】をコイン等で 90°
　 右に回し、溝を縦にしてください。
　（これで固定の暗証番号が設定されました）

● 鍵のかけ方・あけ方（ＦＩＸ【固定番号】ＦＲＥＥ【自由番号】とも操作は同じです）

● 故障かな？と思ったら　　
※「設定した暗証番号で解錠できない」
　➡非常検索キーで設定番号を調べて、もう一度「鍵のかけ方・あけ方」手順の操作を確認してください。
※「ツマミを　　　から　　　に回せない」
　➡錠前の裏側にある【切替え】を【 ＦＩＸ 】に合わせて、非常検索キーで設定番号を調べてください。
　問題が解決しない場合は、購入先にお問い合わせください。（非常検索キーは別売です）

① ツマミを　　  の位置にして暗証番号に
　 合わせてください。

② ツマミを　　  にして番号を乱すと施錠
    されます。

① 暗証番号に合わせてツマミを　　  に回すと
　 解錠できます。
②ＦＩＸ【 固定番号 】の場合、解錠後番号を
　乱してください。

● ＦＩＸ【固定番号】の暗証番号変更方法（再設定）

ＦＩＸ【固定番号】からＦＲＥＥ【自由番号】の切り替え又はＦＩＸ【固定番号】の暗証

番号の変更時は、必ず今まで使用していた暗証番号をダイヤル表示してから行ってください。
暗証番号以外の表示で切り替えると、ツマミが回らない等のトラブルの原因となります。

注意

注意

【切替え】

ダイヤル

ツマミ

＜裏側＞ ＜表側＞

鍵のかけ方 鍵のあけ方

ＦＩＸ【固定番号】⇒ＦＲＥＥ【自由番号】 ＦＲＥＥ【自由番号】⇒ＦＩＸ【固定番号】

※ この錠前はダイヤルによる数字組合せ錠です。他人に偶然解錠される可能性がありますので、貴重品等は
　 保管しないでください。
※ この説明書をよくお読みになって、正しく操作してください。誤った操作や無理な力を加えると故障の
　 原因となります。
※ 室内で使用してください。また、ぬれた手で操作すると錆びによる故障の原因となります。

前の使用者

前の内筒 新しい内筒

新しい使用者

● 市販の南京錠を取り付けできるタイプです。（南京錠は付属していません）

　 下図の南京錠サイズを参考に、使用できる南京錠を選定してください。　

   また、ダイヤル型錠（番号あわせ錠）はメーカーによって色々なものがありますので

   下図寸法条件を参考にしてください。

・Ａ寸法＝6.3ミリ以下

・Ｂ寸法＝10～30ミリ

・Ｃ寸法＝10ミリ以上

・Ｄ寸法＝40ミリ以下

・Ｅ寸法＝30ミリ以下

南京錠対応タイプ

注意

ダイヤル型錠（番号あわせ錠）は数字による組合せ錠です。
 他人に偶然解錠される可能性があります。

※ 交換用マスターキーを鍵穴に差し
　 込み解錠位置に回すとシリンダー
    内筒を交換することができます。

※交換用内筒（鍵１本付き）、開閉用マスターキー、交換用マスターキーは別売です。
　事前にお買い求めいただくと、必要な時すぐ対応できます。
※マスターキーは必ず管理者が保管してください。マスターキーは２種類あります。

※南京錠のツルは下から差し込んだ方が操作しやすくなります。　

ダイヤル型錠を
取り付けた状態

ＦＩＸ【固定番号】の暗証番号を変更したい場合、一度ＦＲＥＥ【自由番号】に切り替えてから
新しい番号でＦＩＸ【固定番号】に切り替えてください。

ＦＩＸ【固定番号】➡ＦＲＥＥ【自由番号】➡ＦＩＸ【固定番号】

 マスターキーの種類

① 開閉用マスターキー：すべての扉が開閉できます。
  （開閉用マスターキーでは錠の内筒を交換することはできません）

② 交換用マスターキー：すべての扉が開閉できます。
 　　　　　　　　　　　また、錠の内筒を交換することができます。

暗証番号を忘れた場合は非常
検索キーで暗証番号を読み取
ることができます。
（非常検索キーは別売です）

※暗証番号を忘れた場合

交換用
マスターキー

（初期設定は【0000】番です）
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コインリターン錠タイプ

● コインを投入すると鍵が回せて施錠・解錠できます。また、解錠するとコインが戻ってきます。

注意

施錠方法 解錠方法

コイン投入口
（シャッター付）

鍵穴

コイン返却口
（シャッター付）

① 投入口にコインを入れてください。

② 鍵を左に回して施錠してください。

（投入口と返却口のシャッターが閉まります）

③ 鍵を抜いてください。

① 鍵を差し込んでください。

② 鍵を右に回して解錠してください。

（投入口と返却口のシャッターが開きます）

③ 返却口にコインが戻ってきます。　 

● 鍵の紛失や使用者が変わった場合、シリンダー内筒を交換できます。（鍵は１本付属しています）
　 以前の鍵では使用できないので防犯性が向上します。
※ 内筒を交換する場合は、交換用マスターキーで交換してください。
● かけ忘れ防止仕様なので、施錠しないと鍵が抜けない構造になっています。
● マスター仕様なので、開閉用マスターキーで解錠することができます。

前の使用者

前の内筒 新しい内筒

新しい使用者

※ 交換用マスターキーを鍵穴に
　 差し込み回すとシリンダー内
　 筒を交換することができます。

※交換用内筒（鍵１本付き）、開閉用マスターキー、交換用マスターキーは別売です。
　事前にお買い求めいただくと、必要な時すぐ対応できます。
※マスターキーは必ず管理者が保管してください。マスターキーは２種類あります。

 マスターキーの種類

① 開閉用マスターキー：すべての扉が開閉できます。
  （開閉用マスターキーでは錠の内筒を交換することはできません）

② 交換用マスターキー：すべての扉が開閉できます。
　　　　　　　　　　　 また、錠の内筒を交換することができます。

※ コインのとり忘れにご注意ください。
※ コインは１００円硬貨に設定しています。設定のコイン以外は使用できません。

交換用
マスターキー

＜裏側＞ ＜表側＞

注意
※この錠前はボタンによる数字組合せ錠です。他人に偶然解錠される可能性がありますので、貴重品等は
　保管しないでください。
※セキュリティ上、３桁以上の暗証番号をおすすめします。
※この説明書をよくお読みになって、正しく操作してください。誤った操作や無理な力を加えると故障の
　原因となります。
※室内で使用してください。また、ぬれた手で操作すると錆による故障の原因となります。

暗証番号を忘れた場合は非常解錠キーで
扉を開けて、暗証番号を確認することが
できます。（非常解錠キーは別売です）

ボタン錠タイプ

● 【 固定 】・【 自由変換 】の切り替え方法 

●キーレス（鍵不要）タイプ、1～11桁のお好きな暗証番号を設定して施錠・解錠ができます。

注意：【切替え 】の操作穴より幅が大きいマイナスドライバー等は使用しないでください。

※ 出荷時は【固定】方式の【0】番に設定してあります。下記のように使用方法を決めて、暗証番号を設定して
　 ご使用ください。

●ボタン操作について
※暗証番号として使用できるボタンは【0】～【9】と【＃】の１１種類です。
※ボタンを押し間違えた場合は【Ｃ】ボタンを押して一旦クリアしてください。
※暗証番号を押す順番は関係ありません。【1】【2】【3】も【3】【1】【2】も同じです。
※押したボタンは凹んだ状態を保持するため、番号の重複はできません。

【 固定 】方式：暗証番号を再設定するまで、同じ番号で施錠・解錠できます。

【 自由変換 】方式：施錠時、任意の暗証番号を入力して使用できます。

① 今まで使用していた暗証番号のボタンを押してく

　 ださい。出荷時は【0】番に設定してあります。

② ツマミをＯＰＥＮの位置にしてください。

③ 錠前の裏側にある【切替え】をマイナスドライバー

　 等で 90°右に回し、溝を縦にしてください。

① ツマミをＯＰＥＮの位置にしてください。

② お好きなボタンを押して暗証番号を設定してください。

③ 錠前の裏側にある【切替え】をマイナスドライバー等

　 で 90°左に回し、溝を横にしてください。

　（これで【固定】の暗証番号が設定されました）

● 鍵のかけ方・あけ方【自由変換】

① ツマミをＯＰＥＮの位置にしてください。
② お好きなボタンを押して暗証番号を設定してください。
※何もボタンを押さないとツマミは回転しません。
③ツマミをＬＯＣＫの位置にしてください。

① 鍵をかけたときに設定した暗証番号を押して
　 ください。
② ツマミをＯＰＥＮの位置にしてください。

● 【固定】の暗証番号変更方法（再設定）

鍵のかけ方 鍵のあけ方

● 鍵のかけ方・あけ方【固定】

① 設定している暗証番号のボタンが凹んでいる
    ことを確認してください。
② ツマミをＬＯＣＫの位置にしてください。

【切替え】が下がっている状態で 
　無理に操作しないでください。

① 設定している暗証番号を押してください。
② ツマミをＯＰＥＮの位置にしてください。
※ 解錠後、押したボタンは凹んだまま残ります。

鍵のかけ方 鍵のあけ方

【固定】⇒【自由変換】 【自由変換】⇒【固定】

【固定】の暗証番号を変更したい場合、一度【自由変換】に切り替えてから新しい番号で【固定】に切り替えてください。

【固定】（旧番号）➡【自由番号】➡【固定】（新番号）

自由

固定

変換

ボタン

ツマミ

【切替え】

自由

固定

変換

※暗証番号を忘れた場合
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＜ 製造元 ＞

お客様相談室 0120－321－200

＜裏側＞ ＜表側＞

1～11桁のお好きな暗証番号を設定して施錠・解錠ができます。

暗証番号を再設定するまで同じ番号で施錠・解錠できます。

ボタン

ツマミ

【切替え】

暗証番号を忘れた場合は非常解錠キーで
扉を開けることができます。

（非常解錠キーは別売です）

解錠後、上記「暗証番号の設定・変更方
法」の手順で新しい暗証番号を設定して
ください。

※暗証番号を忘れた場合

注意

※この錠前はボタンによる数字組合せ錠です。他人に偶然解錠される可能性がありますので、貴重品等は
　保管しないでください。
※セキュリティ上、３桁以上の暗証番号をおすすめします。
※この説明書をよくお読みになって、正しく操作してください。誤った操作や無理な力を加えると故障の
　原因となります。
※室内で使用してください。また、ぬれた手で操作すると錆による故障の原因となります。

オートロックボタン錠タイプ

● 暗証番号の設定・変更方法

●キーレス（鍵不要）タイプ、扉を閉めると自動的に施錠するボタン錠です。

※ 出荷時は暗証番号なし（何もボタンを押さない）に設定してあります。

●ボタン操作について
※暗証番号として使用できるボタンは【0】～【9】と【   】の１１種類です。
※ボタンを押し間違えた場合は【Ｃ】ボタンを押して一旦クリアしてください。
※暗証番号を押す順番は関係ありません。【1】【2】【3】も【3】【１】【２】も同じです。
※押したボタンは凹んだ状態を保持するため、番号の重複はできません。

① 今まで使用していた暗証番号のボタンを押してください。（出荷時は暗証番号なしです）

② ツマミを　　の位置に回したまま扉を開けてください。

③ 錠前の裏側にある【切替え】をコイン等で90°右に回し、溝を横にしてＳＥＴに合わせてください。

　 ※ツマミが　　の状態でないと回転しません。

④ 新しい暗証番号を押して【切換え】を90°左に回し、溝を縦にしてＦＩＸに合わせてください。

　 （これで暗証番号が設定・変更されました）

● 鍵のかけ方・あけ方

扉を閉めると自動的にツマミが　　　の位置に回り

鍵がかかります。（オートロック）

※扉を閉めるときは、ツマミが　　の状態であることを

　確認してください。　　の状態では施錠されません。

暗証番号を押して、ツマミを　　の位置に回し

たまま扉を開けてください。

※解錠後、押したボタンはクリアされます。

鍵のかけ方 鍵のあけ方


